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ふりがな とくていひえいりかつどうほうじんおかやまにゅうきょしえんせんたー 

団体名 特定非営利活動法人おかやま入居支援センター 

代表者名 井上雅雄 

連絡先 

住所 岡山市北区広瀬町 2-11 

TEL 086-230-1056 

E-mail jimukyoku@okayama-nyukyoshien.org 

URL https://okayama-nyukyoshien.org/ 

設立年（西暦）       ２００９年 

助成活動名 
管理費用がかかる空き家を整備・管理することによりシェルターとして活用するととも
に、多様なニーズに沿った賃貸型シェルターを確保し，関係機関と連携して，居住・地域
移行・自立を支援する事業 

助成額      ５００，０００円 

活動内容 

目的 

被災、コロナ禍、寮付きの仕事の退職、単身での出産、虐待避難などの理由で
緊急で住む場所を必要とする人が相当数存在する。 
近時、コロナ対策補助金や住宅確保給付金の期限切れの影響やインフレ等に伴
う住居喪失やゴミ屋敷化や８０５０問題やケアラー問題がみられるようにな
り、複数人世帯や、見守り支援を要する単身者や、退院に向けた試験外泊や、
世帯構成員の個別支援などシェルターのニーズがより多様化してきている。 
多様なシェルターニーズに対応するため、アパート型のシェルターと一軒家の
シェルターをニーズに沿った場所に確保することを当初の目的とした。付随的
に特定空き家化防止にもつながることを期待した。 

内容 

倉敷のワンルームマンション 1 部屋を賃貸して、いつでもシェルターとして活
用可能な状況を維持した。 
自立援助ホームに適応できず一時保護となり、今後の方針を検討するにしても
一人暮らしの経験がないため、シェルターを利用して生活機能評価を行い、部
屋を借りる場合の準備期間として支援した。 
精神科病院入院中の男性について、退院に向けた試験外泊として活用した。 
子どもシェルターモモと協力して就職を目指している若年女性を支援した。 

当初の
計画か
らの変
更点 

当初、空き家を改修して複数人世帯向けのシェルターも用意する方針であった
が、資金が助成金頼みであったため、ワンルームマンション 1 部屋しか用意する
ことができなかった。空き家活用・多様な世帯のシェルター利用という点が抜け
落ちてしまいました。 
 

成果 
若年者を中心として、自立を支援することができました。複数の関係機関と協
力して支援を行いました。 
倉敷市エリアでの数少ないシェルターを維持することができました。 

今後の課題と対
応策 

助成金に頼るシェルター運営には限界があります。 
助成金に頼らないシェルター運営のため、無償、格安で貸していただく物件を用意するこ
とが必要となっています。一定程度、管理や保全を引き受けることによって、物件を用意
していく必要があります。 
物件所有者や物件管理会社と連携し、また、空き家等管理支援法人の資格を取得して、シ
ェルター物件のコーディネート役になる形で、賃料負担を抑えることも必要と考えていま
す。 
 



写真の提出 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


